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新着予定本(全３２冊)

他に

２年生は見学旅行、良き思い出となりましたでしょうか？ まだ夏仕様の道外と北海道との温度

差で身体もびっくりしているのではないですか？

すっかり空気も冷たくなり、秋めいてきた１０月。朝・晩かなり冷えこんできました。体調管理

には十分気をつけたいですね。

１０月２７日から読書週間です。今回の標語からは、ページをめくる姿は静かだけれど、本の世

界により、心は色々な感情や体験で満たされている感じが伝わってきますね。感受性が豊かな今こ

そ、本の世界にじっくりとふれ、豊かな人生を送ってほしいと思っています。ゆっくりと心落ち着

けて読書をするには、最適な季節になりました。読書を通して新たに趣味や興味を見つけ、世界を

広げてみませんか？

夜想い/住野よる/双葉社

一年間不登校だった中学生の始は、春から

再び学校に通いだした。その目的は、この学

校にいるはずの〝ある人〟を捜すためだっ

た。そんな中、始は校内の廊下に倒れている

女子生徒と遭遇する。彼女は「星空中毒」と

いう珍しい病気にかかった、高等部の遠山

先輩だった。夜空の星を長時間見続けるこ

とで発症するその病気は、近年発見された

ばかりの未知の病だ。始は、遠山先輩の友

人・ひまわりに勧誘され、星空中毒を観察す

る「空想研究会」へ入ることに。研究会の活

動をするうちに、始はかつて遠山先輩やひ

まわりと親しかった、今は亡き少年について

知ることになり……

王国/湊かなえ/マガジンハウス

珊瑚の女王を殺したのは、誰なんだ？

９人全員何かを隠している

白珠湾の海を守る――生まれ故郷の海を

愛する母と、国際協力事業団で海を守る

仕事に就く父を見て育った浜崎朔也は海

洋学部で学び旅行代理店を経て、満を持

してウェルネス・ツーリズムの会社「海の王

国」を興した。幼い頃からの夢がようやく

形になりかけた矢先、悲劇が起きる。

第30作にして新たなる挑戦――究極の

ブロマンス・ミステリ

永遠の記憶/東野圭吾/文藝春秋

ガリレオシリーズ、待望の最新長編！

内海薫が刺された。犯人は70歳ほどの老

人。飛び降り自殺を図るも失敗し、取り調べ

には黙秘を貫く。やがて内海に恨みを抱く

若い娘が捜査線上に浮かぶが、老人との関

係は不明。それどころか、内海への本当の

復讐はこれからだった。彼女が迫った「究極

の選択」とは一体――。一方、湯川と草薙は、

老人の“ある持ち物”を手掛かりに、「忘れて

はいけない謎」の扉を開く。

シリーズ最新、最高峰の謎がいま明かされ

る。

・ギャルにひかれて寺マルシェ/宮島未奈/ＫＡＤＯＫＡＷＡ

・夜の恩寵/三浦しをん/集英社

・きよくしぶとくやかましく/寺地はるな/幻冬舎

・氷河期のゴミ/櫛木理宇/講談社

・尾崎世界観の書かなかったこと日記/尾崎世界観【著】/

・ヨシタケシンスケ【イラスト】/ＫＡＤＯＫＡＷＡ

・おとなりさんなんて怖くない/田中兆子/光文社

・『機動警察パトレイバー』寿司屋の後藤/伊藤和典/文藝春秋

・海のほとりのプラネット/義井優/新潮社

・超節約生活で星野リゾート全制覇に４００万使ったＯＬの極論/

・ＯＬのミカ。/朝日新聞出版

・タコ セロリ アボカド/長谷川あかり/文藝春秋

・ルポ被爆二世/小山美砂/集英社新書

・東京のちいさなミュージアム案内 美術館・博物館・文学館１５０/増山かおり/エクスナレッジ

・東京の文学館ぶらり旅/増山かおり/エクスナレッジ

・日本のときめく美術館めぐり/ぴあ編集/ぴあ

・このありふれた星屑は 家族を喪ったとき、科学が教えてくれたこと/アラン・タウンゼンド/みすず書房 ｅｔｃ

第８０回読書週間(１０/２７～１１／９)  標語「静かだけど、冒険中。」

とにかく、デモ！韓国路上アクション・ダイア

リー/チョン・ボラ【著】／吉良佳奈江【訳】/現

代書館

なぜ韓国人は路上に集まり、声を上げるの

か？ 彼らを路上に駆り立てるものは何か。

「集まってこそ生きられる」といわれる韓国の

集会文化を理解するエッセイ集。「小説を書き、

翻訳をして、デモをする」人気作家チョン・ボ

ラの初エッセイ。実際にさまざまなデモに参

加しているチョン・ボラがデモの当事者たち

に心を寄せて真摯に、そして明るく当然のよ

うにデモに向き合う様子が描かれる本書に

登場する韓国の社会問題のほとんどすべて

は、日本社会の課題とまったく共通している

ところもポイントです。

おむこさんは殺人鬼/荒木あかね/文藝春秋

この謎は、私を強くする。

『此の世の果ての殺人』で江戸川乱歩賞を最

年少受賞しデビュー、第2作『ちぎれた鎖と

光の切れ端』で吉川英治文学新人賞候補、

“Z世代のアガサ・クリスティ”の異名を持つ

ミステリー界の新鋭・荒木あかねの待望の単

著第3作は、“人生の謎”に同志と共に立ち

向かう、痛快なミステリー作品集！


